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１．概　要

１－１．乾式グルービング工法の概要

　グルービング[安全溝]工法は、一般道路・空港滑走路などの路面に溝を切り込むことにより路面排水のアップ、ハイドロプレーニングの防止、路面の凍結防止、制動距離の短縮化などを図る目的の工法であり、更に乾式工法はブレード冷却を圧縮空気により行ない，切削粉塵は大型集塵機により集塵する工法です。

１－２．積算工事額の範囲
　直接工事費のみであり、下記の点線内について積算する。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 労務費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機械損料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　直接工事費　　　　　車両損料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材料損料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雑損料

　　　　　　　　　工事原価　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 運搬費

積算工事額　　　　　　　　　　　　　間接工事費　　　　　準備費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安全費

　　　　　　　　　　　　　現場管理費

　　　　　　　　　　　一般管理費

１－３．作業手順

標準的な施工作業における作業手順を下記に示す。


作業計画の打ち合わせ



仮設・準備作業



機械搬入



グルービング切削



切削切粉撤去



仮設撤去・後片付け


2． 工事費の積算

２－１．労務編成人員

　標準的な稼動状況における標準人員を表－１に示す。

表－１　標準編成人員

	
職種
	人　員
	備　　考

	世話役
	１人
	

	特殊作業員
	２人
	グルーバー運転

アジャスター

	普通作業員
	１人
	


　　　（注）編成人員については作業内容・作業条件により多少の変化が

　　　　　　あるため、施工計画時に綿密に検討し決定するものとする。

　２－２．使用機械

　　標準的に下記仕様機械を使用するものとする。

　　　　機関出力　　　　３１ｋＷ（４２ｐｓ）
　　　　最大施工幅　　　０．６ｍ[施工内容により減少する]

　　　　標準作業速度　　２．０ｍ／ｍｉｎ[施工内容により減少する]

　　

　　1時間あたり作業能力（㎡／ｈ）＝Ｗ×Ｖ×６０×Ｅ

　　　　　　　　　　Ｗ：施工幅（ｍ）

　　　　　　　　　　Ｖ：標準作業速度（ｍ／ｍｉｎ）　

　　　　　　　　　　Ｅ：作業効率　

　２－４．機械の燃料・油脂消耗費

1 主燃料[軽油]

　　　燃料消費率　　０.１４２ℓ／ｋＷ・ｈ

　　　機関出力　　　６００型　３１kW

　　　１時間当りの燃料消費量＝燃料消費率×機関出力
１日当り燃料費＝１時間当りの燃料消費量×作業時間×単価

②　同上用油脂消耗費

　　　１日当り油脂消耗費は主燃料費の２０％とする

２－５．車両損料　

建設機械等損料算定表(平成27年度版　分類ｺｰﾄﾞ0302-011,021)を使用

1 機械搭載用車両


２．９ｔクレーン付４t積トラック

　　　　　　　　　(分類コード0302-021　043-001)
2 粉塵搭載用車両


２t積トラック

　　　　　　　　　(分類コード0302-011　020-001)

